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当
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る
規
則
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一
部
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改
正
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規
則

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
四
号

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
条
」
の
下
に
「
・
第
二
条
」
を
加
え
、
「
第
二
条
―
第
十
三
条
」
を
「
第
三
条
―
第
十

五
条
」
に
、
「
第
十
四
条
―
第
二
十
二
条
」
を
「
第
十
六
条
―
第
二
十
四
条
」
に
、
「
第
二
十
三
条
―
第

二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
五
条
―
第
三
十
一
条
」
に
、
「
第
五
章

雑
則
（
第
三
十
条
―
第
三
十
二
条
）
」

「
第
五
章

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
基
準
等
（
第
三
十
二
条
）

を

に
改
め
る
。

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
五
条
）

」

第
一
条
中
「
）
第
四
条
」
を
「
。
以
下
「
セ
ン
タ
ー
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
、
第
四
条
第
六
項
及

び
第
五
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
中
「
設
備
」
を
「
設
備
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。
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則
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週
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・
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に
当
た
る
と
き
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下
発
行
）
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川
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報

平
成
十
八
年
一
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二
十
七
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（
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九
三
〇
六
号
）
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第
三
十
条
第
一
項
中
「
第
十
条
若
し
く
は
第
十
九
条
」
を
「
第
十
二
条
若
し
く
は
第
二
十
一
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
基
準
等

第
三
十
二
条

セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
管
理
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

一

関
係
す
る
法
令
、
条
例
及
び
規
則
を
遵
守
し
、
適
正
に
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
運
営
を
行
う
こ
と
。

二

ネ
ク
ス
ト
香
川
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

三

業
務
に
関
し
て
取
得
し
た
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
。

２

セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
業
務
は
、
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
維
持
管
理
及
び
利
用

の
許
可
に
関
す
る
業
務
そ
の
他
の
運
営
に
関
す
る
業
務
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
が
前
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
（
第
三

項
を
除
く
。
）
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま

で
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
次
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
九
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
二
十
八
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
知
事
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
知
事
は
、
利

用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
、
「
第
三
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
四
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
と
き
は
、

第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
と
き
は
、
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更

許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項

又
は
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
、
「
許
可
を
受
け
た
事
項
を
変

更
し
よ
う
」
を
「
当
該
利
用
許
可
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第

四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
前
項
の
許
可
」
を
「
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と

す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
前
段
の
規

定
に
よ
る
利
用
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」

に
、
「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
前
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許

可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
施
設
の
う
ち
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
二
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二

十
二
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
三
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
四
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く

は
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十

六
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号

中
「
第
十
六
条
第
三
項
又
は
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
又
は
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
六
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
、
「
許
可
を
受
け
た
事
項
を
変
更

し
よ
う
」
を
「
当
該
利
用
許
可
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
（
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四

条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
前
項
の
許
可
」
を
「
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
前
段
の
規
定

に
よ
る
利
用
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
に
、

「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三

条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
施
設
の
う
ち
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
二
章
中
第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
条
各
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
し
、

第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
三
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
四
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

二



四
条
第
四
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
一

項
又
は
第
四
条
第
四
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
条

第
五
項
（
第
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
五
項
（
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す

る
。第

九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
条
中
「
第
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
四
項
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を

第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
工
房
利
用
期
間
延
長
許
可
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
」
を
「
当
該

延
長
す
る
期
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
利
用
の
許
可
の
変
更
）

第
六
条

利
用
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
利
用
許
可
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
工
房
利
用
許
可
変
更
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
変
更
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
前
段
の
規
定
に

よ
る
利
用
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
に
、

「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一

項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
、
「
同
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第

五
項
中
「
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
施
設
の
う
ち
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
章
中
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
利
用
の
許
可
を
要
す
る
施
設
）

第
二
条

ネ
ク
ス
ト
香
川
の
う
ち
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
（
セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
七
項
後
段
に
お
い

て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
は
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
工
房
、
電
波
暗
室
、
計
測
室
、
試
験
機
器
、
大
会
議
室
及
び
小
会
議
室
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
中
「
第
二
十
一
条
関
係
」
を
「
第
二
十
三
条
関
係
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
第
二
十
八
条
関
係
」
を
「
第
三
十
条
関
係
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「第

３
条
関
係

」
を
「第

４
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

三



変 更 の 内 容

変 更 が 必 要 な 理 由

第２号様式（第６条関係）

インキュベート工房利用許可変更申請書

年 月 日

香川県知事 殿

指定管理者に管理を


�
�
�
�
�

行わせる場合にあっ


�
�
�
�
�

ては、指定管理者

申請者 住所

氏名

（団体にあっては、その名称及び代表者の氏名）

電話番号（ ） －

年 月 日付け 第 号で許可のあったインキュベート工房の利用を変更したいので、

次のとおり申請します。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

四



第
三
号
様
式
中
「第

７
条
関
係

」
を
「第

９
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
四
号
様
式
中
「第

９
条
関
係

」
を
「第

１１
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
五
号
様
式
中
「第

１２
条
関
係

」
を
「第

１４
条
関
係

」
に
、
「の

使
用
料

」
を
「の

年
度
に
お
け

る
使
用
料

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「第

１６
条
関
係

」
を
「第

１８
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
七
号
様
式
中
「第

１７
条
関
係

」
を
「第

１９
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
八
号
様
式
中
「第

１８
条
関
係

」
を
「第

２０
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
九
号
様
式
中
「第

２０
条
関
係

」
を
「第

２２
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
十
号
様
式
中
「第

２５
条
関
係

」
を
「第

２７
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

「香
川
県
知
事

殿

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

第
十
一
号
様
式
中
「第

２６
条
関
係

」
を
「第

２８
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」

「香
川
県
知
事

殿

を

指
定
管
理
者
に
管
理
を

������行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

て
は
	
指
定
管
理
者

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
五
号

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
二
条
」
を
「
―
第
三
条
」
に
、
「
第
三
条
―
第
十
二
条
の
四
」
を
「
第
四
条
―
第
十
七

条
」
に
、
「
第
十
三
条
―
第
二
十
条
」
を
「
第
十
八
条
―
第
二
十
五
条
」
に
、
「
第
四
章

雑
則
（
第
二

「
第
四
章

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
基
準
等
（
第
二
十
六
条
）

十
一
条
―
第
二
十
三
条
）
」
を

に

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）

」

改
め
る
。

第
一
条
中
「
）
第
四
条
」
を
「
。
以
下
「
セ
ン
タ
ー
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
、
第
四
条
第
六
項
及

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

五



び
第
五
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
設
備
」
を
「
設
備
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
共
同
機
器
室
」
を
「
共
同
機
器
室
等
」
に
、
「
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
八

条
」
を
「
第
十
四
条
若
し
く
は
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
基
準
等

第
二
十
六
条

セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
管
理
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

一

関
係
す
る
法
令
、
条
例
及
び
規
則
を
遵
守
し
、
適
正
に
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
こ
と
。

二

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

三

業
務
に
関
し
て
取
得
し
た
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
。

２

セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
業
務
は
、
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
及
び
利
用
の
許

可
に
関
す
る
業
務
そ
の
他
の
運
営
に
関
す
る
業
務
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
が
前
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
二
条
、
第
五
条
、
第
六
条
（
第
三

項
を
除
く
。
）
、
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八
条
か
ら
第
二

十
三
条
ま
で
及
び
次
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「

指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
四
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く

は
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」
に
、
「
共
同
機
器
室
」
を
「
共
同

機
器
室
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用

許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第

二
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
三
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
、

「
共
同
機
器
室
」
を
「
共
同
機
器
室
等
」
に
、
「
第
八
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
、
「
許
可
を
受
け
た
事
項
を
変
更

し
よ
う
」
を
「
当
該
利
用
許
可
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
（
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
第
七
号
様
式
」
を
「
第
八
号
様
式
」

に
、
「
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
前
項
の
許
可
」
を
「
変
更
許

可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

共
同
機
器
室
等
の
機
器
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
前
段
の
規
定
に
よ
る
利
用
の
許
可
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
器
利
用
許

可
申
請
書
（
第
七
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
前

項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
う
ち
」
を
削
り
、
「
情
報
提
供
室
」
を
「
バ
イ
オ
関
連
共

同
実
験
室
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
二
章
中
第
十
二
条
の
四
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
実
用
化
研
究
企
業
」
の
下
に
「
（
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
八
年
法

律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五

号
様
式
の
二
」
を
「
第
六
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
二
条
の
二
を
第
十
五
条
と

す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
四
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は

第
五
条
第
四
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
若
し
く
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第

一
項
又
は
第
五
条
第
四
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四

条
第
五
項
（
第
五
条
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
（
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と

す
る
。

第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
四
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
又
は
変
更
許
可
」
に

改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
研
究
室
利

用
期
間
延
長
許
可
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
」
を
「
当
該
延
長
す
る
期
間

に
つ
い
て
、
新
た
に
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）
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次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
利
用
の
許
可
の
変
更
）

第
七
条

利
用
許
可
を
受
け
た
も
の
は
、
当
該
利
用
許
可
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
変
更
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

研
究
室
利
用
許
可
変
更
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
変
更
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
に
係
る
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
前
段
の
規
定
に
よ

る
利
用
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
に
、
「
提

出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の

許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
、
「
同
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項

中
「
第
一
項
の
許
可
」
を
「
利
用
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
う
ち
」
を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
章
中
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
利
用
の
許
可
を
要
す
る
施
設
等
）

第
三
条

セ
ン
タ
ー
の
う
ち
セ
ン
タ
ー
条
例
第
三
条
（
セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
七
項
後
段
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
及
び
機
器
は
、
メ
カ

ト
ロ
研
究
室
、
バ
イ
オ
研
究
室
、
一
般
研
究
室
並
び
に
共
同
機
器
室
及
び
バ
イ
オ
関
連
共
同
実
験
室
の

機
器
と
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
十
四
条
関
係
）

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
一
号
様
式
中
「第

４
条
関
係

」
を
「第

５
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

区

分

単

位

金

額

共
同
機
器
室
の
機
器

走
査
型
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

四
千
二
百
円

フ
ー
リ
エ
変
換
赤
外
分
光
光
度
計

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

千
二
百
円

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

六
百
円

バ
イ
オ
関
連
共
同
実
験
室
の
機
器

冷
却
高
速
遠
心
分
離
装
置

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
百
十
円

分
光
光
度
計

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
百
円

安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

二
百
三
十
円

恒
温
振
と
う
培
養
装
置

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

二
百
二
十
円

生
物
顕
微
鏡

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

百
八
十
円

ク
ロ
マ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

百
四
十
円

Ｐ
Ｈ
計

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

百
四
十
円

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

九
十
円

サ
ー
マ
ル
サ
イ
ク
ラ
ー

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

九
十
円

ゲ
ル
撮
影
装
置

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

六
十
円

冷
蔵
庫

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

五
十
円

高
圧
蒸
気
滅
菌
器

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

四
十
円

フ
リ
ー
ザ
ー

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
十
円

ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
十
円

細
胞
培
養
用
ス
タ
ー
ラ
ー

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
十
円

乾
熱
滅
菌
器

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

三
十
円

恒
温
乾
燥
器

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

二
十
円

恒
温
振
と
う
水
槽

一
台
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

二
十
円

香

川

県

報
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八
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七
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殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

定
管
理
者

」

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）
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変 更 の 内 容

変 更 が 必 要 な 理 由

第２号様式（第７条関係）

研究室利用許可変更申請書

年 月 日

香川県知事 殿

指定管理者に管理を


�
�
�
�
�

行わせる場合にあっ


�
�
�
�
�

ては、指定管理者

申請者 （共同研究グループの場合）

グループ名

代表者 住所

氏名

（実用化研究企業の場合）

主たる事務所の所在地

名称

代表者の氏名

年 月 日付け 第 号で許可のあった香川県科学技術研究センター研究室の利用

を変更したいので、次のとおり申請します。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

九



「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
三
号
様
式
中
「第

６
条
関
係

」
を
「第

８
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

定
管
理
者

」

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
四
号
様
式
中
「第

９
条
関
係

」
を
「第

１１
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

定
管
理
者

」

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
五
号
様
式
中
「第

１１
条
関
係

」
を
「第

１３
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿
」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
改
め
る
。

定
管
理
者

」

第
五
号
様
式
の
二
中
「第
１２
条
の
３
関
係

」
を
「第

１６
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を
「香

川
県
知
事

殿

」
に
、
「の

使
用
料

」
を
「の

年
度
に
お
け
る
使
用
料

」
に
改
め
、

同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
六
号
様
式
中
「第
１５
条
関
係

」
を
「第

２０
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
、
「の

機
器

」
を
「又

は
バ
イ
オ
関
連
共
同
実
験
室
の
機
器

」
に
改
め
、
同
様

定
管
理
者

」

式
を
第
七
号
様
式
と
す
る
。

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
七
号
様
式
中
「第

１６
条
関
係

」
を
「第

２１
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
、
「の

機
器

」
を
「又

は
バ
イ
オ
関
連
共
同
実
験
室
の
機
器

」
に
改
め
、
同
様

定
管
理
者

」

式
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

「香
川
県
知
事

指
定
管
理

第
八
号
様
式
中
「第

１７
条
関
係

」
を
「第

２２
条
関
係

」
に
、
「香

川
県
知
事

殿

」
を

������行
わ
せ
る

て
は
	
指

殿

者
に
管
理
を

場
合
に
あ
っ

������

に
、
「の

機
器

」
を
「又

は
バ
イ
オ
関
連
共
同
実
験
室
の
機
器

」
に
改
め
、
同
様

定
管
理
者

」

式
を
第
九
号
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
〇



●
香
川
県
告
示
第
六
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
概
要
を
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

告

示

�
７
～
８
、
�
１３
．５
～
１３
．９
、

�
―１
３
．５
～
１３
．８
、

�
―２
５
．０
～
５
．５
、

�
３
．１
～
３
．５

�
１９
，０００
、
�
４５
，７１４
、

�
―１
９５
、
�

―２
８２
．０
、

�
７０
．０

�
１６
，７２６
、
�
２２０
、

�
―１
２２０
、
�

―２
１９０
．０
、

�
１９

�
０
．３
、
�
２１
、
�

―１
１５
、

�
―２
２
．０
、
�
５
．０

�
０
．１
、
�
３３
、
�

―１
２
．０
、

�
―２
１
．０
、
�
１
．０

�
０
．５
、
�
２
、
�

―１
３
．０
、

�
―２
３２
．０
、
�
４０
．０

�
０
．２３
、
�
１
．９０
、

�
―１
０
．７６
、
�

―２
０
．５１
、

�
０
．５１

す
べ
て
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
。

�
７
～
８
、
�
１３
．５
～
１３
．９
、

�
―１
３
．５
～
１３
．８
、

�
―２
５
．０
～
５
．５
、

�
３
．１
～
３
．５

�
１９
，０００
、
�
４５
，７１４
、

�
―１
９５
、
�

―２
８２
．０
、

�
７０
．０

�
１６
，７２６
、
�
２２０
、

�
―１
２２０
、
�

―２
１９０
．０
、

�
１９０
．０

�
０
．３
、
�
２１
、
�

―１
１５
、

�
―２
２
．０
、
�
５
．０

�
０
．１
、
�
３３
、
�

―１
２
．０
、

�
―２
１
．０
、
�
１
．０

�
０
．５
、
�
２
、
�

―１
３
．０
、

�
―２
３２
．０
、
�
４０
．０

�
０
．２２
、
�
１
．８９
、

�
―１
０
．７５
、
�

―２
０
．５０
、

�
０
．５０

水
素
イ
オ
ン
濃
度

生
物
化
学
的
（
�

／�
）

酸
素
要
求
量

化
学
的
酸
素
（
�

／�
）

要
求

量

浮
遊
物
質
量
（
�

／�
）

窒
素
含
有
量
（
�

／�
）

り
ん
含
有
量
（
�

／�
）

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量（
�
／日
）

備
考

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
水
洗
施
設

�
底
排
式
１
．０
ｍ
３／
回
１
基
、
�
底
排
式
６
．０
ｍ
３／
回
１
基
、

�
底
排
式
３
．０
ｍ
３／
回
１
基
、
�
底
排
式
３
．０
ｍ
３／
回
１
基

許
可
後
た
だ
ち
に

許
可
後
１
週
間

完
成
後
た
だ
ち
に

連
続
２４
時
間
使
用

最
大

通
常

種
類

能
力

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日

当
た
り
の
使
用
時
間

項
目

排
出
さ
れ

工期等

有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施
設

�
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー
７４
Ｌ
／
回

１
基

�
遠
心
分
離
上
排
式
３００
Ｌ
／
回

１
基

最
大

�
１
．０
、
�
６９９
，２００

許
可
後
た
だ
ち
に

許
可
後
１
週
間

完
成
後
た
だ
ち
に

連
続
２４
時
間

通
常

�
１
．０
、
�
６９９
，２００

種
類

能
力

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日

当
た
り
の
使
用
時
間

項
目

生
物
化
学
的
（
�

／�
）

酸
素
要
求
量

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

工期等

１
申
請
の
概
要

�
申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

丸
亀
市
中
津
町
１６７６

番
地

株
式
会
社
伏
見
製
薬
所

代
表
取
締
役

伏
見

豊

�
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

丸
亀
市
中
津
町
１６７６

番
地

株
式
会
社
伏
見
製
薬
所

本
社
工
場

�
特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
一



●
香
川
県
告
示
第
六
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

�
２
，０６０
．０
、
�
２９９
，２００

�
０
．２
、
�
０
．１

�
０
．０３
、
�
０
．５

�
０
．１０
、
�
１
．０

�
０
．９５
、
�
２
．６０

液
体
は
製
品
で
あ
り
次
工
程
に
移
行
す
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
は

ろ
過
困
難
と
な
れ
ば
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
。

�
２
，０６０
．０
、
�
２９９
，２００

�
０
．２
、
�
０
．１

�
０
．０３
、
�
０
．５

�
０
．１０
、
�
１
．０

�
０
．９４
、
�
２
．５０

化
学
的
酸
素
（
�

／�
）

要
求

量

浮
遊
物
質
量
（
�

／�
）

窒
素
含
有
量
（
�

／�
）

り
ん
含
有
量
（
�

／�
）

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量（
�
／日
）

備
考

態

平
成
一
七
、
七
、
三
一

川
口
医
院
居
宅
介
護

支
援
事
業
所

仲
多
度
郡
満
濃
町
炭

所
西
一
五
二
九
番
地

五

医
療
法
人
社
団
相
愛

会仲
多
度
郡
満
濃
町
炭

所
西
一
五
二
八
番
地

一

居
宅
介
護
支
援
事
業

平
成
一
七
、
七
、
三
一

有
限
会
社
坂
出
ケ
ア

・
サ
ー
ビ
ス

坂
出
市
駒
止
町
二
丁

目
二
番
二
三
号

有
限
会
社
坂
出
ケ
ア

・
サ
ー
ビ
ス

坂
出
市
駒
止
町
二
丁

目
二
番
二
三
号

訪
問
介
護

居
宅
介
護
支
援
事
業

平
成
一
七
、
四
、
一
六

医
療
法
人
社
団
一
真

会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ま
ご
こ
ろ

木
田
郡
三
木
町
大
字

井
戸
五
二
六
番
地
一

医
療
法
人
社
団
一
真

会木
田
郡
三
木
町
大
字

井
戸
五
二
六
番
地
一

通
所
介
護

平
成
一
七
、
九
、
二
〇

医
療
法
人
社
団
新
栄

会
細
川
病
院

三
豊
市
詫
間
町
松
崎

一
六
三
九
番
地
一

医
療
法
人
社
団
新
栄

会三
豊
市
詫
間
町
松
崎

一
六
三
九
番
地
一

介
護
療
養
型
医
療
施
設

平
成
一
七
、
九
、
三
〇

岩
崎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

セ
ン
タ
ー

三
豊
市
詫
間
町
松
崎

二
七
八
〇
番
地
四
二

六

医
療
法
人
社
団
愛
有

会三
豊
市
詫
間
町
松
崎

二
七
八
〇
番
地
四
二

六

訪
問
介
護

平
成
一
七
、
八
、
一

旭
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー善
通
寺
市
文
京
町
四

丁
目
八
番
二
九
号

株
式
会
社
旭
看
護
婦

家
政
婦
紹
介
所

善
通
寺
市
文
京
町
四

丁
目
八
番
二
九
号

居
宅
介
護
支
援
事
業

平
成
一
七
、
一
〇
、
一
〇

豊
浜
町
老
人
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

観
音
寺
市
豊
浜
町
姫

浜
一
二
六
〇
番
地
一

豊
浜
町

観
音
寺
市
豊
浜
町
和

田
浜
一
五
三
一
番
地

一

居
宅
介
護
支
援
事
業

指

定

年

月

日

事
業
所
（
施
設
）
の

名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
（
開
設
者
）

の
名
称
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

�
汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

変
更
な
し

�
排
出
水
の
汚
染
状
態
及
び
量

変
更
な
し

２
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

�
期
間

平
成
１８
年
１
月
２７
日
か
ら
同
年
２
月
１７
日
ま
で

�
場
所

香
川
県
環
境
森
林
部
環
境
管
理
課

丸
亀
市
環
境
課

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
二



●
香
川
県
告
示
第
六
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介

護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
又
は
施
設
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関

を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
六
十
五
号

香
川
県
統
計
調
査
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
香
川
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
香
川
県
父

子
実
態
調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
査
の
目
的

「
母
子
家
庭
等
自
立
促
進
計
画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
県
内
の
父
子
世
帯
の
実
態
を
把
握
し
、

今
後
の
父
子
福
祉
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

調
査
事
項

１

父
子
世
帯
の
状
況

２

就
業
等
の
状
況

３

住
宅
の
状
況

４

養
育
費
の
状
況

５

収
入
・
生
活
状
況

６

現
状

７

施
策
に
対
す
る
要
望
等

三

調
査
の
範
囲

平
成
十
八
年
二
月
一
日
現
在
県
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、
配
偶
者
の
い
な
い
男
子
と
そ
の
児
童
か

ら
な
る
世
帯
に
お
い
て
、
現
に
当
該
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
男
子
か
ら
抽
出
し
た
一

一
七
人

四

調
査
の
期
日

平
成
十
八
年
二
月
一
日
現
在
で
行
う
。

五

調
査
の
方
法

郵
便
に
よ
り
配
布
及
び
回
収
す
る
方
法

●
香
川
県
告
示
第
六
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

起
業
者
の
名
称

さ
ぬ
き
市

二

事
業
の
種
類

弁
天
川
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

香
川
県
さ
ぬ
き
市
志
度
字
玉
浦
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
に
さ
ぬ
き
市
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
弁
天
川
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
建
設

事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
の
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
直
接
そ
の
事
務

又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

指

定

年

月

日

事
業
所
（
施
設
）
の

名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
（
開
設
者
）

の
名
称
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

平
成
一
七
、
一
〇
、
一
一

観
音
寺
市
豊
浜
老
人

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

観
音
寺
市
豊
浜
町
姫

浜
一
二
六
〇
番
地
一

観
音
寺
市

観
音
寺
市
坂
本
町
一

丁
目
一
番
一
号

居
宅
介
護
支
援
事
業

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
三



２

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
さ
ぬ
き
市
は
、
既
に
用
地
取
得
に
要
す
る
経
費
の
財
源
措
置
を
講
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

�

事
業
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益

さ
ぬ
き
市
志
度
東
部
を
北
流
す
る
弁
天
川
は
、
過
去
、
豪
雨
や
高
潮
の
度
に
水
位
が
上
昇
し
、

流
域
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
一
年
に
、
弁
天
川
河
口
部
に
お
い
て
、

香
川
県
が
水
門
（
弁
天
川
水
門
）
を
、
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
及
び
平
成
九
年
に
、
旧
志
度
町
が

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
浸
水
対
策
事
業
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
流
域
の
市
街
化
の
進
展
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
不
浸
透
域
が
増
加
し
、

雨
水
が
短
期
間
に
集
中
し
て
弁
天
川
に
流
入
す
る
こ
と
で
、
再
び
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

特
に
平
成
十
六
年
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
満
潮
と
降
雨
の
時
間
帯
が
重
な
り
、

高
潮
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
閉
鎖
さ
れ
た
弁
天
川
水
門
へ
流
入
す
る
雨
水
を
、
既
設
の
ポ
ン
プ
施
設

に
加
え
て
、
緊
急
的
に
設
置
し
た
仮
設
ポ
ン
プ
で
海
に
排
水
し
た
も
の
の
、
流
域
内
で
三
百
八
棟

も
の
家
屋
が
床
上
ま
で
浸
水
し
た
う
え
、
流
域
内
を
通
過
す
る
県
道
が
冠
水
し
、
通
行
に
支
障
を

き
た
し
た
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
確
率
年
十
年
の
規
模
の
降
雨
に
お
い
て
も
、
床
上
浸
水
被
害
か
ら

流
域
の
家
屋
を
防
護
し
、
県
道
の
冠
水
被
害
を
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
住

民
の
生
命
、
財
産
及
び
社
会
資
本
の
保
全
が
図
れ
、
住
民
の
精
神
的
な
不
安
も
解
消
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
相
当
程
度
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

�

周
辺
環
境
へ
の
影
響

起
業
地
は
、
工
場
地
帯
に
位
置
す
る
雑
種
地
（
工
場
跡
地
）
で
あ
り
、
移
転
を
要
す
る
物
件
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

�

起
業
地
の
選
定

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
見
地
か
ら
三
案

の
候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
総
合
的
に
最
も
適
切
な
案
を
採
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

�
か
ら
�
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

３
�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
弁
天
川
流
域
は
、
雨
水
の
排
水
不
良
に
よ
る
浸
水
被
害
を
度
々
受
け
て

お
り
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
土
地
収
用
法
第
二

十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

さ
ぬ
き
市
建
設
経
済
部
建
設
課

●
香
川
県
告
示
第
六
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

二
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

財
田
満
濃
線
（
百
九
十
七
号
）

三

道
路
の
区
域区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
場
正
三
〇
九
九
番

一
一
地
先
か
ら

一
三
・
五

〜

一
三
七

平
成
十
四
年

香
川
県
告
示

第
五
百
二
十

号
で
変
更
し

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
四



四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
六
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

二
月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

綾
南
府
中
線
（
百
八
十
四
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
六
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

二
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

土
庄
神
懸
線
（
二
十
七
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
七
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

二
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

国
道
（
一
般
）

二

路

線

名

三
百
七
十
七
号

三

道
路
の
区
域

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
場
正
一
六
八
一
番

四
地
先
ま
で

一
五
・
五

た
区
域
の
一

部

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
大
堀
一
一
七
七
番

地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
大
堀
一
二
一
四
番

一
地
先
ま
で

一
二
・
〇

〜
二
六
・
四

四
〇
〇

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

坂
出
市
府
中
町
字
小
原
三
八
六
〇
番
一
地
先
か
ら

坂
出
市
府
中
町
字
小
原
三
八
七
九
番
四
地
先
ま
で

一
三
・
〇

〜
三
六
・
〇

二
四
〇

平
成
十
五
年

香
川
県
告
示

第
七
百
十
一

号
で
変
更
し

た
区
域

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

小
豆
郡
土
庄
町
肥
土
山
字
大
野
手
乙
二
一
七
番
一

地
先
か
ら

小
豆
郡
土
庄
町
肥
土
山
字
大
野
手
乙
二
三
五
番
三

地
先
ま
で

一
六
・
八

〜
九
三
・
〇

一
八
七

平
成
十
二
年

香
川
県
告
示

第
七
百
六
十

七
号
で
変
更

し
た
区
域
の

一
部

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
五



四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

二
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

大
屋
富
築
港
宇
多
津
線
（
百
八
十
六
号
）

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
七
十
二
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
二

月
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

中
徳
三
谷
高
松
線
（
四
三
号
）

三

指
定
す
る
道
路

●
香
川
県
告
示
第
七
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

中
土
指
道

第
十
六
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
十
一
日

三

指
定
道
路
の
位
置

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
南
鴨
字
横
貫
六
九
六
―
六
及
び
同
地
先
農
道

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

六
・
二
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

二
八
・
六
二
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
中
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
四
十
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
入
札
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る

香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十
五
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

綾
歌
郡
宇
多
津
町
字
新
開
二
三
八
八
番

二
地
先
か
ら

綾
歌
郡
宇
多
津
町
字
新
開
二
四
一
〇
番

一
地
先
ま
で

前

一
〇
・
〇

〜
一
七
・
五

五
三

道
路
改
修
工

事
に
よ
る
現

道
拡
幅

後

一
二
・
三

〜
二
二
・
五

五
三

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

高
松
市
藤
塚
町
三
丁
目
十
六
番
四
地
先
か
ら

高
松
市
藤
塚
町
三
丁
目
一
六
番
一
地
先
ま
で

三
〇
・
〇

四
〇

公

告

東
か
が
わ
市
五
名
字
山
田
二
五
六
〇
番
三
地
先
か

ら東
か
が
わ
市
五
名
字
山
田
二
五
六
〇
番
三
地
先
ま

で

一
一
・
〇

〜
二
一
・
〇

一
六
〇

平
成
九
年
香

川
県
告
示
第

七
百
九
十
三

号
で
変
更
し

た
区
域
の
一

部
暫
定
供
用

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
六



り
読
み
替
え
ら
れ
た
香
川
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
百
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
達
内
容

１

購
入
等
件
名
及
び
数
量

香
川
県
立
中
央
病
院
清
掃
業
務

一
式

２

調
達
案
件
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

３

委
託
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

４

履
行
場
所

香
川
県
立
中
央
病
院

５

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
金
額

の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

二

入
札
参
加
資
格

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

香
川
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
に
お
い
て
、
本
公
告

日
現
在
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
本
公
告
日
現
在
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
十
八
年
三
月
十
日

ま
で
に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
香
川
県
出
納
局
会
計
課
に
提
出
し
て
、
Ａ
級
格
付

け
の
可
否
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
。

３

香
川
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
指
名
停
止
措
置
を
現
に
受
け
て
い
な
い
者

で
あ
る
こ
と
。

４

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
九
条
の
十
五
で
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

５

本
公
告
に
示
し
た
委
託
業
務
と
同
程
度
の
清
掃
業
務
の
実
績
を
有
し
、
当
該
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

適
切
か
つ
迅
速
に
履
行
し
得
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
二
の
入
札
参
加
資
格
に
適
合
す
る
こ
と
及
び
入
札
説
明
書
に
示
す

仕
様
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
、
原
則
と
し
て
平
成
十
八
年
三
月
十
日
午
後
五
時
ま
で
に

四
の
１
の
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
入
札
者
は
、
当
該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

四

入
札
書
の
提
出
場
所
等

１

入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号

七
六
〇
―
八
五
五
七

香
川
県
高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
十
六
号

香
川
県
立
中
央
病
院
業
務
課
管
理
担
当

電
話
番
号

〇
八
七
―
八
三
五
―
二
二
二
二
（
内
線
三
〇
九
）

２

入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
八
年
二
月
二
十
日
午
後
二
時

香
川
県
保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー
三
階
応
接
室

３

郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）

第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便

事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
以
下
「
信
書
便
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
入
札
の

可
否可

と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
便
に
あ
っ
て
は
書
留
親
展
に
、
信
書
便
に
あ
っ
て
は
郵
便
に
お
け
る
書

留
親
展
に
相
当
す
る
方
法
に
限
る
。
（
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
は
、
平
成
十

八
年
三
月
二
十
四
日
正
午
ま
で
と
す
る
。
）

４

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
午
後
一
時
三
十
分

香
川
県
保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー
三
階
応
接
室

五

そ
の
他

１

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

規
則
第
百
五
十
二
条
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
免
除

３

入
札
の
無
効

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
七



本
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行

し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
及
び
規
則
第
百
七
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
入
札
は
、
無

効
と
す
る
。

４

入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
又
は
入
札
に
関
し
不
正
行
為
が
あ
る
等
に
よ
り
明

ら
か
に
競
争
の
実
効
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
入
札
又
は
開
札
を
取
り
消
し
、
又
は
延
期
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期
に
よ
る
損
害
は
、
入
札
者
の
負

担
と
す
る
。

５

落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低

価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者
を
落
札
者
と
す
る
。

６

落
札
の
無
効

落
札
者
は
、
落
札
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
期
間
内
に
落
札
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
契
約
書
を
作
成
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
落

札
は
、
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
書
を
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
り
送
付
す
る
場
合
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

予
約
完
結
権
の
譲
渡

落
札
者
は
、
落
札
決
定
後
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
予
約
完
結
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て

は
な
ら
な
い
。

８

契
約
書
作
成
の
要
否

要

９

本
件
入
札
は
、
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
議
会
で
可
決
さ
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
降
で
当

該
予
算
の
執
行
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
、
効
力
が
生
じ
る
。

１０

翌
年
度
以
降
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
当
該
金
額
に
つ
い
て
減
額
又
は
削
除
が
あ
っ
た
場
合

は
、
当
該
契
約
は
変
更
又
は
解
除
す
る
。

１１

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

●
香
川
県
公
告
第
四
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
用

水
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
の
住
所
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

変
更
前

役
員
の

氏

名

住

所

後
の
別

種

類

変
更
前

理

事

大
熊

忠
臣

高
松
市
林
町
一
五
三
七
番
地

変
更
後

理

事

大
熊

忠
臣

高
松
市
林
町
一
九
七
六
番
地
五

●
香
川
県
公
告
第
四
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県

営
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
（
田
園
居
住
空
間
整
備
）
牛
川
地
区
（
第
一
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
綾
上
町
建
設
土
木
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
四
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
仲
南
町
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
土
地
改
良
事
業
（
非
補
助
土

地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
塩
入
地
区
）
の
換
地
処
分
を
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

２
Tim
e―lim

it
for
tender:1

:30
p.m
,
M
arch

24,
2006

(B
y
m
ail,
tenders

m
ust

be

subm
itted

by
12
o'clock

noon,
M
arch

24,
2006)

３
C
ontact

point
for
the

notice
:M
anaging

D
ivision,

K
agaw

a
Prefectural

C
entral

H
ospital,

5－
4－
16,

B
an ―cho,

Takam
atsu―shi,

K
agaw

a―ken,
Japan

760－
8557

Tel.087－
835－

2222
Ext.309

４
W
e
use

the
Japanese

language
and

the
Japanese

yen
in
the
procedures

of
the

contract.

六

Sum
m
ary

１
N
ature

and
quantity

of
the
services

to
be
required

:

�
Article

:C
leaning

Services
for
the
K
agaw

a
Prefectural

C
entral

H
ospital

�
Q
uantity

:1
set

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
八



●
香
川
県
公
告
第
四
十
四
号

次
の
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
教
科
書
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
規
則
及
び
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

香
川
県
教
科
書
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
規
則
及
び
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

（
香
川
県
教
科
書
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

香
川
県
教
科
書
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
三
豊
郡
高
瀬
町

「
三
豊
市

第
二
条
中

を

に
改
め
る
。

高
瀬
町
立
高
瀬
町
公
民
館
内
」

三
豊
市
高
瀬
支
所
内
」

第
六
条
第
一
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

（
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
高
松
市
立
庵
治
第
二
小
学
校

別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
「
丸
亀
市
立
本
島
小
学
校
」
を

に
、
「

丸
亀
市
立
本
島
小
学
校

」

「
三
豊
市
立
箱
浦
小
学
校

三
豊
市
立
粟
島
小
学
校

内
海
町
立
福
田
小
学
校
」
を

に
改
め
、
「
庵
治
町
立
庵
治
第
二
小
学
校
」

三
豊
市
立
粟
島
中
学
校

内
海
町
立
福
田
小
学
校
」

「
詫
間
町
立
箱
浦
小
学
校

詫
間
町
立
粟
島
小
学
校

「
丸
亀
市
本
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
削
り
、

を

に
改
め
、

詫
間
町
立
粟
島
中
学
校

三
豊
市
詫
間
町
粟
島
給
食
セ
ン
タ
ー
」

丸
亀
市
本
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

「
詫
間
町
立
粟
島
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る

規
則
別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
三
豊
市
立
箱
浦
小
学
校
、
三
豊
市
立
粟
島
小
学
校
、
三
豊
市
立
粟
島
中
学

校
及
び
三
豊
市
詫
間
町
粟
島
給
食
セ
ン
タ
ー
に
係
る
部
分
は
平
成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
、
高
松
市
立
庵

治
第
二
小
学
校
に
係
る
部
分
は
同
月
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香

川

県

教

育

委

員

会

土
地
改
良
事
業
名

地

区

名

工
事
完
了
年
月
日

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

綾
上
（
大
相
団
地
）

平
成
一
一
、

三
、

八

〃

〃

（
堂
谷
東
団
地
）

平
成
一
三
、

三
、
一
四

〃

〃

（
朽
木
団
地
）

平
成
一
三
、

三
、
一
四

〃

〃

（
池
浦
団
地
）

平
成
一
〇
、

三
、
一
一

〃

〃

（
田
万
西
団
地
第
一
工
区
）

平
成
一
二
、

三
、

八

〃

〃

（
田
万
西
団
地
第
二
工
区
）

平
成
一
一
、

三
、
一
七

〃

〃

（
下
新
名
団
地
第
一
工
区
）

平
成
一
一
、

二
、

八

〃

〃

（
下
新
名
団
地
第
二
工
区
）

平
成
一
三
、

三
、
一
四

〃

〃

（
下
新
名
団
地
第
三
工
区
）

平
成
一
三
、

三
、
一
九

教
育
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

一
九



香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
五
百
十
円
」
を
「
五
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
九

十
円
」
を
「
七
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
四
百
九
十
円
」
を
「
五
百
七
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
七
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
以

後
に
お
け
る
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
お
け
る
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
＋
七
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

そ
の
他
の
政
治
団
体

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。平

成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

そ
の
他
の
政
治
団
体

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

そ
の
他
の
政
治
団
体

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

山
本
明
後
援
会

岑
永

恭
造

山
本

時
子

三
豊
市
山
本
町
河
内
七
二
五

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

栗
田
た
か
よ
し
後
援
会

政
治
団
体
の

名

称

栗
田
た
か
よ
し
後
援
会

栗
田
隆
義
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
四

條
六
一
五
―
二

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
四

條
六
〇
一
―
三

代

表

者

の

氏

名

岩
山

準

平
田

正
和

会
計
責
任
者

の

氏

名

栗
田

玲
子

栗
田

貞
雄

黒
木
保
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

宮
城

寛

高
橋

紘
司

会
計
責
任
者

の

氏

名

黒
木

保

宮
城

寛

伏
見
正
範
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

滝
川

三
郎

佐
藤

敬
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

高
尾

泰
宏

溝
渕

芳
市

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

二
〇



●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長

武

田

安

紀

彦

香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

高
速
艇
に
係
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
五
百
十
円
」
を
「
五
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
九

十
円
」
を
「
七
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
四
百
九
十
円
」
を
「
五
百
七
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
七
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
以

後
に
お
け
る
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
お
け
る
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

人
事
委
員
会
規
則

政
治
団
体
の
名
称

川
染
勉
後
援
会

佐
伯
文
男
後
援
会

田
中
宏
和
励
ま
す
会

永
田
安
男
後
援
会

は
つ
せ
恭
次
郎
後
援
会

美
藤
広
後
援
会

二
神
正
國
後
援
会

二
川
隆
則
後
援
会

三
好
正
志
後
援
会

横
山
正
太
郎
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
取
消
し

の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

公
職
の
種
類

取
消
し
の
届
出
の
あ
っ
た

資
金
管
理
団
体
の
名
称

二
川

隆
則

香
南
町
議
会
議
員

二
川
隆
則
後
援
会

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

二
一
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平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

（
第
九
三
〇
六
号
）

二
二


